
（様式4-2）
（紹介医→KS-MCR）

　ヨードは人の臓器に比べてたくさんのＸ線を吸収します。造影剤はそのヨードを含有しており、

造影剤を注射してＣＴを行うと、より鮮明な画像が得られます。それにより、正確な診断が行いや

すくなります。尚、実際の使用の有無については、検査担当医が必要に応じて決めさせていただ

きます。

ヨード造影剤の使用について

ID：

被検者氏名                     　様

副作用の治療について

造影剤の副作用について

その他検査に伴って生じうる合併症について

            ヨード造影剤の使用についての説明書

　造影剤を血管内に注射する際に血管の外に漏れ出てしまう場合が0.3％程度（300人に1人）起
きると言われております。通常は軽度の注射部位の腫れ、痛みを伴いますが、特に治療を行うこ
となく時間をかけて吸収されていきます。痛みが強い場合、しびれを生じた場合などには処置が
必要になる場合があります。速やかにお申し出ください。

　ごく稀ですが、通常の静脈採血などと同じように、注射をする際に神経を傷つけて、しびれや麻
痺などを生じる可能性もあります。

　造影剤を体内に入れると、ほぼすべての方が体が熱くなる感じを受けますが、５分程度で収ま

る副作用で、特に心配はいりません。

　１．軽い副作用　：　かゆみ、発疹、発赤、悪心、嘔気

　これらの副作用は、３％前後の頻度で起きます。通常は特に処置等を必要とせず、検査当日で

ほぼ収まります。これらの症状が重篤な副作用の前触れである場合もあるので、症状を感じた

場合は検査中でも我慢をせずにお申し出ください。

　２．重篤な副作用：血圧低下、呼吸困難、意識消失、腎不全、嗄声（喉頭浮腫）

　発生する頻度は、0.004％～0.04％(25000～2500人に1人)とわずかですが、速やかな治療が必

要な状態です。当院では十分な救急体制を敷いており、速やかな対応が可能な状態ではありま

すが、他の多くの薬剤と同様にごく稀に(0.001％、10万人に1人の頻度)死亡例の報告もありま

す。

　３．遅延性副作用：頭痛、嘔気、かゆみ、発疹

　５％程度の方に、検査後１時間から数日で発生する可能性があります。その際には病院スタッ

フにお申し出下さい。帰宅後に強い症状が出た場合には、お電話での連絡をお願いします。

　以上のような副作用を生じた場合には、次の機会にも同じような副作用を生じることが多く、さ

らに重篤な副作用を生じる可能性も高くなります。このような造影検査の際には必ずお申し出

下さい。（特に他の病院で受けた検査で、副作用を生じた場合）

　当院では24時間の救急体制をとっており、速やかな対応をいたします。

　尚、適切な医療行為によって生じる副作用の治療は保険医療に含まれる範囲内であり、治療費はご本

人の負担となることをあらかじめご了承下さい。

お問い合わせ先  光生会病院 0532-61-3166 / 光生会 総合健診センター 0532-61-3000 

光生会病院 


